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研究成果の概要（和文）： 
 本研究の目的は，法令文作成支援と法令英訳支援のために，構文情報付き日英法令文コ
ーパスの構築と利用のための手法を確立することである．研究の結果，日本語法令文にお
ける文節間の依存関係の付与手法を確立し，構文情報付き日本語法令文コーパス(2,052 文)
を構築した．また，日本語法令文中の重要語と文脈パターンを自動獲得する手法，構文情
報付き英文コーパスからの頻出表現の検索手法，入力キーワードが構成する依存関係を含
む英文法令文の検索手法などを開発した． 
研究成果の概要（英文）： 
 The aim of this research is to establish technologies for compilation and utilization of 
a syntactically tagged Japanese-English parallel corpus of statutory sentences to 
support drafting and translating Japanese statutory sentence. We have developed a 
tagging method of the dependency relation in the Japanese statutory sentences and 
compiled a tagged corpus consisted of 2,052 Japanese statutory sentences. In addition, 
we have developed various methods such as for automatically extracting important 
words and their context patterns, for retrieving frequently appeared phrases, and for 
retrieving English sentences which include the dependency relation given by input 
keywords. 
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１．研究開始当初の背景 
 国際社会のグローバル化により，社会の透
明性確保，国際ビジネスの基盤構築，開発途
上国への法整備支援などのために，わが国は
その法令を英訳することを内外から強く求
められている．しかし，これまで法令英訳は
人手により個別的に行われており，その信頼
性，品質性などの点で問題があった．特に，
同一の用語や表現に対して，異なる訳語が用

いられる場合がしばしば見られ，その意味の
正確な理解に対して支障となることがあっ
た． 
 そこで，本研究の代表者・分担者は，対訳
語選択の統一を支援するため，科学研究費補
助金基盤研究（Ｂ）「構造化データ管理と対
訳コーパスに基づく法令英訳のための統合
支援環境の構築」（平成 17～19 年度）におい
て，対訳表現自動抽出技術を活用して種々の

機関番号：13901 

研究種目：基盤研究（Ｂ） 

研究期間：2008～2010 

課題番号：20300092 

研究課題名（和文） 構文情報付き日英法令文対訳コーパスに基づく法令文作成・英訳支援環

境の構築 

研究課題名（英文） Development of a Support System for Drafting and Translating 

Statutory Sentences based on the Syntactically Tagged Japanese-English Bilingual Corpus 

研究代表者 

外山 勝彦（TOYAMA KATSUHIKO） 

名古屋大学・情報科学研究科・准教授 

研究者番号：70217561 



 

 

手法やツールを開発することにより，法令用
標準日英対訳辞書構築や，英訳法令の標準対
訳辞書準拠性の自動検査に携わり，また，そ
れにより，日本政府の法令英訳プロジェクト
に協力した．しかし，そこで用いた技術は，
単に単語列を処理対象としていたため，一つ
の単語や連続単語列に対する対訳の抽出に
は有効であったが，「～の規定は、～につい
て準用する」，「～した者は、～の～に処する」，
「この～は、～の日から～する」のように，
入換え可能な表現を途中に含む単語列に対
する対訳パターンの抽出は困難であった．法
令文では定型文が多用されるので，それに対
する対訳パターンも抽出し，翻訳者に提供す
ることは，英訳支援のために有用である． 
 一方，国や地方自治体の政策は，最終的に
法令という形式で文書化（条文化）されるの
で，政策法務担当者は，法令文の読解能力だ
けでなく，作成（起草）能力も必要となる．
法令の解釈・運用を統一的に行い，他法令と
の整合性を保つために，法令文では慣習に基
づく表現が用いられるので，法令文作成者は
この慣習を修得する必要がある．たとえば，
禁止規定に対して「～は、～してはならない」，
定義規定に対して「この法律において「～」
とは、～をいう」，場合分けに対して「～に
あっては～し、～にあっては～する」のよう
な構文パターンが用いられる。また，「及び」
と「並びに」や，「直ちに」，「速やかに」，「遅
滞なく」は，それぞれ日常では類義語である
が，法令文ではその使い方や意味が区別され
る．そのため，法令文作成は慣習を熟知した
少数の専門家の人手による作業として実施
されてきた．しかし，近年の社会情勢の急速
な進展により，政策の適切かつ迅速な策定が
求められている．すなわち，法制執務の専門
家の負担は増大しているため，法令文作成に
対する計算機支援を行う必要があると考え
られる． 
 
２．研究の目的 
 本研究は政策法務業務の増大に対応する
法令文作成支援と，国際社会のグローバル化
に対応する法令英訳支援を目的とする．その
ために，特に次の(1)～(5)に関する手法を明ら
かにし，既に構築した法令英訳支援環境を拡
充することにより，いずれの目的に対しても，
構文情報を付与した日英法令文対訳コーパ
スから法令用語のシソーラスや法令文の構
文パターン・対訳パターンを獲得し，それら
をユーザに提供するような作業支援環境を
構築する手法は有効であることを示す． 
(1)構文情報付き日英法令文コーパス構築 
 依存関係などを構文情報とし，その表現手
法や半自動的な解析手法を開発する．特に，
法令文特有の接続詞を伴う並列構造や頻出
する括弧書きを依存関係として扱えるよう

にする． 
(2)構文情報を活用した法令用語シソーラス
構築 
 依存関係を文脈とし，それと語の共起に基
づいて，類義語や上位・下位語を自動獲得す
る統計的手法を明らかにする． 
(3)構文情報付き日本語法令文コーパスから
の構文パターン抽出・類型化 
 法令文の構文パターン抽出と類型化のた
めの半自動的手法を開発する．また，構文パ
ターンをさらに分類し，法令文の規定内容と
の関連付けを行う． 
(4)構文情報付き日英法令文対訳コーパスか
らの対訳パターン自動抽出 
 構文木構造のアライメントに基づく対訳
パターンの自動抽出手法を開発する．また，
それと対訳パターンの自動抽出手法との性
能比較を明らかにする． 
(5)構文情報を活用した日英法令文の検索・閲
覧・編集 GUI ツール設計・開発 
 キーワード，規定内容，法令文などの入力
に対して，コーパスから獲得したシソーラス，
構文パターン，対訳パターンなどの情報を提
示し，作業支援する GUI ツールを設計・開
発する． 
 
３．研究の方法 
 各項目について，それぞれ次の方法により
研究を推進する． 
(1)構文情報付き日英法令文対訳コーパス構
築 
 文節間の依存関係（係り受け関係）を法令
文に付与する基本的な構文情報とし，依存関
係を表現・付与する手法を確立する．また，
それに基づいて，法務省法令外国語訳データ
ベースが提供する日英対訳法令について，日
本語文の依存関係の解析・付与を行う． 
(2)構文情報を活用した法令用語シソーラス
構築 
 類義語や上位語・下位語を日本語法令文か
ら自動獲得する手法を明らかにする．特に，
依存関係を文脈とし，語との共起から統計的
に処理する分布仮説に基づいて，依存関係を
付与した文から類義語を自動獲得する手法
を明らかにする．また，法令文のうち定義規
定や括弧書きによる用語説明の文型パター
ンに注目して，上位・下位語を獲得する手法
を明らかにする． 
(3)構文情報付き日本語法令文コーパスから
の構文パターン抽出・類型化 
 法令文の文型パターンを抽出する半自動
的手法を明らかにする． 
(4)構文情報付き日英法令文対訳コーパスか
らの対訳パターン抽出 
 対訳パターンを抽出する手法を開発する． 
(5)構文情報を活用した法令文の検索・閲覧・
編集 GUI ツール設計・開発 



 

 

 法令文の作成・英訳を行うユーザに対して，
(2)～(4)で述べたシソーラスや構文パター
ン・対訳パターン，および既存の法令用標準
対訳辞書を提供し，作業を支援する GUI ツ
ールを設計・開発する． 
 
４．研究成果 
本研究の主な成果は次のとおりである． 

(1)構文情報付き日英法令文対訳コーパス構
築 
①日本語法令文における構文情報として，文
節間の依存関係（係り受け関係）の表現手法
を確立した．これは京大コーパスにおける表
現手法を拡張したもので，括弧書き，等位接
続，列挙など日本語法令文特有の構文も依存
関係の一種とみなして表現した．特に，括弧
書きにおいては，括弧書き文と被括弧書き文
の意味的関係に注目して依存関係を定義し
た． 
②日本語法令文の係り受け関係の表現手法
を用い，既存の構文解析器 Cabocha の出力結
果に対して，係り受けタグを半自動的に付与
する手法を開発した．また，それを用いて，
係り受けタグを付与した 2,052 文（12 法令）
からなるコーパスを構築した． 
③誤りを含む係り受けタグに対する修正規
則の獲得手法として，i) 並列表現など法令文
特有の構文に対して，正規表現を用いたパタ
ーン化，ii) 一般の構文に対して，同期文法
を用いたコーパスからの自動獲得の 2つを開
発した． 
④日本語法令文 14,824 文（憲法，民法，民
事訴訟法，刑法，刑事訴訟法，商法，会社法
の 7 法令）に対して，浅い構文情報を付与し
たコーパスを構築した．浅い構文情報として
は，形態素のタグ付けほかに，名詞句，動詞
句のチャンキングを実施した． 
(2)構文情報を活用した法令用語シソーラス
構築 
①語に対する近接関係（語の左右の文字 n グ
ラム）を文脈として用い，日本語法令文中に
おける定義語をシードとして与え，ブートス
トラップによって学習することにより，日本
語法令文中の重要語と文脈パターンを自動
獲得する手法 Monaka を開発し，その性能を
法令用語日英標準対訳辞書との比較などに
より検証した． 
②上述の Monaka に対して，グラフカーネル
を用いた学習方法を導入した g-Monakaを開
発し，重要語の獲得性能の向上を図った．な
お，この成果の発表は，言語処理学会第 15
回年次大会において最優秀論文賞を受賞し
た． 
(3)構文情報付き日本語法令文コーパスから
の構文パターン抽出・類型化 
①基本句の統計的特徴を用いて，頻出表現を
構文情報付き英文コーパスから自動抽出す

る手法を開発した． 
②上述の手法を拡張し，直接的に連接してい
ないフレーズの抽出も可能となるようにし
た． 
(4)構文情報付き日英法令文対訳コーパスか
らの対訳パターン抽出 
①日本語法令文からの重要語と文脈パター
ンのブートストラップ型自動獲得手法
Monaka をもとに，日英対訳法令文から対訳
表現とその文脈パターンをブートスラップ
によって自動獲得する手法b-Monakaを開発
し，その基本的性能を確認した．この手法は，
従来の辞書見出し語抽出と対訳表現獲得と
いう 2 段階の処理を統合するものである． 
(5)構文情報を活用した法令文の検索・閲覧・
編集 GUI ツール設計・開発 
①係り受け関係が付与されている日本語法
令文コーパスに対して，法令文を文節単位で
KWIC 表示すると同時に，その係り受け関係
を可視化するツール KWISC を開発，公開し
た．このツールは，語の共起関係や文脈の理
解を支援するものであり，日本語文の読解や
作成に有用である． 
②KWIC 表示に加えて，左右の単語 n グラム
の頻度情報を同時に表示するツールを開発
した． 
③入力キーワードが構成する依存関係を含
む英文法令文を検索するツール ESCORT を
開発した．なお，日本語入力・英語出力とな
る言語横断機能も付与した．また，検索した
英文の提示方法を改善するために，英文の構
文を適切に圧縮する技術も開発した． 
④入力した日本語キーワード間に係り受け
関係がある日本語文を検索するシステム
EscortJacs を開発した． 
⑤構文情報付き英文コーパスから頻出表現
を検索するシステム SCOPE を開発，公開し
た．  
⑥ワードアライメントを用いた対訳表現抽
出支援ツール Bilingual KWIC（Web 版）に
ついて，対訳コーパスのメモリ常駐化，n グ
ラム作成の事前処理，ソースコードの最適化
などの工夫により，約 5 倍の高速化を実現し
た． 
⑦2 つの Bilingual KWIC をパラレル実行ま
たはカスケード実行により連動させる Dual 
Bilingual KWIC を開発した．このツールは
対訳法令文を用いた比較法研究に有用であ
る． 
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